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一、CEMSシステム

二、前処理部品

三、改善提案

四、応用事例
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CEMSの紹介

•測定方法による：

•試料ガス吸引採取方式

•試料ガス吸引採取（冷却-乾燥法、全過程高温）方式

•試料ガス希釈方式

•直接挿入方式

•その他
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CEMSの主要構成

校正システムの校正ブローバック

サンプラー
煙
突

サンプリング
プローブ

凝縮器入口温度

凝縮器
サンプリン
グポンプ

分析機器

ばいじん

湿度計

流速計

T1 サンプリングプローブ温度
T2 サンプラー温度
T3 加熱導管温度
T4 凝縮器温度
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サンプリング
プローブ

保護管付
ヒーター

サンプラー
加熱導

管
凝縮器 分析機器

≥200℃ ≥200℃ ≥200℃

≤4℃

出口露点
≤4℃

ガス状汚染物質測定に関わる主要部品

排出
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部品名称 サンプラー 加熱導管 凝縮器 露点監視 分析機器

通常濃度

プローブ加
熱せず、ブ
ローバック
ガス予熱
せず

120℃-150℃、
材質：F46、
ETFE、PTFE

普通の凝
縮除湿、脱
水効率と成
分損失率を
コントロー
ル

測定せず 通常測定レ
ンジ
100ppm以上

超低濃度

高温型、プ
ローブ加熱、
ブローバッ
クガス高温
予熱、プ
ローブ保護
管付ヒー
ター

200℃-220℃
材質：PFA

高性能凝
縮器、成分
損失率、除
湿效率、酸
添加プラン
など

測定 レンジが小さ
い
0-200mg/M3

ガス状汚染物質測定に関わる主要部品
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低濃度煙道ガスサンプラー

保護管付ヒーター

サンプリング
プローブ

煙道

サンプラー
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高温型加熱導管

長さ

フッ素ゴムカバーフッ素ゴムカバー
PT100据付位置

供給電源の出線

両端OD6/4mmガス管
引出長さ0.5m
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全過程低濃度校正
用ガスを注入：
SO2 163.0mg/m3  
NO 162.2 mg/m3 

全過程低濃度校正
用ガスを注入：
SO2 41.2mg/m3  
NO 40.3mg/m3

加熱導管温度と測定値の関係

機器

機器

機器

機器
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凝縮器の酸添加プラン

SO2 測定精度が向上

損失率
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NOxコンバータ

NOx測定精度が向上
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• 測定方法： 2012-67.1《環境大気ガス状汚染物質（SO2、NO2、O3、CO）連続監視

システム技術要求および測定方法》

コンバータ効率計算
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コンバータ効率チェックフロー

C后NO---------------------コンバータを通した後のNOの表示値

C前NO---------------------コンバータを通す前のNOの表示値

C后NO2---------------------コンバータを通した後のNO2の表示値

C前NO2---------------------コンバータを通す前のNO2の表示値

NOxコンバータ
分析機器
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まとめと提言

1.全過程の成分、とりわけ失われやすいSO2成分の絶対損失量を≤2mg/M3に抑え

ることを勧める。

2.凝縮器出口露点を監視し、露点温度≤4℃を要求し、サンプルガス中の水分の分

析機器への干渉を防ぐことを勧める。

3.NOxコンバータを標準配備し、NOxコンバータのコンバータ効率測定を行い、效

率を≥90%にすることを勧める。

4.試料ガス吸引採取（冷却ー乾燥）方式CEMSのサンプルガス移送導管の温度を

≥200℃に高めることを勧める。
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実施事例
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CEMSの現場
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全過程温度コントロール

• 加熱プローブ 温度

• サンプラー 温度

• 加熱導管 温度

• 凝縮器入口 温度

加熱導管温度

サンプリングプローブ サンプラー
凝縮器入口

加熱プローブ加熱
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全過程成分損失率

SO2(校正用ガス) 高（160mg/m3） 中(100mg/m3) 低(40mg/m3)

1 159.7 99.6 39.7

2 159.4 99.7 39.5

3 159.9 99.8 39.6

平均 159.7 99.7 39.6

絶対損失率 0.3 0.3 0.4

NO(校正用ガス) 高（160mg/m3） 中(100mg/m3) 低(40mg/m3)

1 159.6 99.8 39.6

2 159.5 99.6 39.8

3 159.8 99.7 39.7

平均 159.6 99.6 39.7

絶対損失率 0.2 0.4 0.3

絶対損失率の測定にはゼロ校正が必要，測定日3月12日
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煙道ガス成分の直線性

SO2(校正用ガス) 高（160mg/m3） 中(100mg/m3) 低(40mg/m3)

1 159.7 99.9 39.8

2 159.4 99.7 40.5

3 159.9 99.8 40.3

平均 159.7 99.8 40.2

直線性誤差 0.18% 0.2% 0.5%

SO2全過程直線性チェック

聚焦 。生长

煙道ガス成分の直線性

NO(校正用ガス) 高（160mg/m3） 中(100mg/m3) 低(40mg/m3)

1 160.2 100.3 40.7

2 160.1 100.4 40.5

3 160.3 100.6 41.1

平均 160.2 100.4 40.7

直線性誤差 0.13% 0.4% 1.75%

NO全過程直線性チェック
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煙道ガス成分の直線性チェック

O2(校正用ガス) 高（20%） 中(13%) 低(4.95%)

1 20.06 13.03 4.98

2 20.05 13.04 5.04

3 20.04 13.10 5.05

平均 20.05 13.06 5.02

直線性誤差 0.25% 0.46% 1.4%

O2全過程直線性チェック
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SO2、NO、O2の直線性20%点測定図

SO2 NO O2

基準 40mg/m3 40mg/m3 4.95%(校正
用ガス)

実測 39.8mg/m3 40.8mg/3 5.05
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NOxコンバータ効率チェック

NO2: 94.71mg/m3
NO:  9.25 mg/m3

NO2: -1.84mg/m3
NO:   70.35mg/m3

NOxコンバータ効率η=（52.5-6.9）/（46.2-0）×100%=98.7%
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クロスチェック
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歴史トレンド

SO2 
均值
31.54m
g/m3

NO 
均值
23.19m
g/m3

O2 
均值
5.71%

日間歴史トレンド解析

日間歴史トレンド解析

日間歴史トレンド解析
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前処理部品のアップグレードにより、試料ガス吸引

採取（冷却-乾燥法）方式は超低濃度煙道ガス排出

汚染物質モニタリングの技術要求を満たすことがで

きる。
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Thank you!
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